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まちづくりに関して紹介したい地域の取組、配信アドレスの変更等については、
まちづくり相談窓口(メールはこちら)まで ※配信希望も随時受け付けております。

あなたの「まち」を「可視化」してみましょう！
～「都市構造可視化計画ウェブサイト」の活用～

今号の記事

【施策紹介】
【その他（お知らせ等）】
【イベント・募集案内等】
【イベント・募集案内等】

◯ あなたの「まち」を「可視化」してみましょう！
◯ ９月１日～１０日は「屋外広告物適正化旬間」、９月は「屋外広告物クリーン強調月間」です！
◯ 賃貸住宅の賃貸借契約に係る相談対応研修会開催します！

◯ ９月１０日は「下水道の日」です！

・・・各記事のタイトルをクリックすると、記事掲載ページへジャンプします
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北海道開発局都市住宅課
まちづくり相談窓口

今年の都市再生特別措置法の一部改正のなかで、データに基づくまちづくりを
推進するため、立地適正化計画は、都市計画基礎調査の結果に基づき、かつ、政
府の各種統計調査の結果を勘案したものでなければならないと規定されました。

また、マネジメントサイクルを重視した都市計画の推進や立地適正化計画作成、
都市計画審議会での円滑な審議遂行のためには、統計情報等の空間分布を視覚的
に把握することが有効であることから、都市構造を可視化するツールの活用を推
奨しております。

国土交通省では、データに基づいたまちづくりの政策判断や住民との合意形成
を推進するため、「都市構造の見える化」ツールの高度化と普及啓発を進めるこ
ととしています。

都市構造の可視化とは・・・人口や事業所、販売額をはじめとする統計データや
その他様々なデータを地図上で高さや色を使って三次元で表現するものです。

▲ＴＯＰ

参照あわせて読んでみてくださいね！→→→→→→

都市の「見える化」でまちの将来像を描こ
う！～「都市構造可視化Webサイト」のご紹
介～

Vol．２65（H31.2.15発行）

mailto:hkd-ky-matidukuri@gxb.mlit.go.jp
https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/jg/tosijyu/splaat0000019r4j-att/splaat000001j0nm.pdf


（つづき）
その一環として、地方自治体のデータに基づいたまちづくりの推進を支援するため、

都市計画担当者を対象としたウェブサイト（こちらをご覧ください→「都市構造可視
化計画ウェブサイト」）の使い方に関する研修会（Ｒ２は募集終了）の実施も予定さ
れております 。次年度以降のご参加に向けて、ご興味がありましたら下記パンフ
レットをご参照ください。
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平成１６年に景観法の制定、屋外広告物法の改正等が行われ、各地で良好な景
観の形成に向けた取組が進展しているところです。一方で、屋外広告物について
は依然として景観との調和を欠いたものが見受けられます。
屋外広告物の適正化については、地方公共団体において様々な取組が独自に行

われていますが、国としても全国の企業や国民に対し、意識啓発を図ることを目
的とし、平成２２年度より９月１日から９月１０日までを「屋外広告物適正化旬
間」として設定しました。
この期間を中心とし、全国各地で、看板のパトロールや市民の方々との意見交

換など、官民が連携した意識啓発に向けた取組が行われます。

「屋外広告物適正化旬間」とは

※令和２年度の取組（イベント等の開催予定）はこちらをご覧ください→ 国土交通省ＨＰ

※条例の相談窓口などの詳細は 国土交通省ＨＰ「投影広告物条例ガイドライン等」
をご参照ください。

↓（R2パンフレット）「まちづくりの現場で使える都市構造可視化研修」↓

９月１日～１０日は「屋外広告物適正化旬間」、
９月は「屋外広告物クリーン強調月間」(北海道)です！

Vol.2７７ (R0２.９.１０)

▲ＴＯＰ

プロジェクションマッピングに係る技術は大きく進展しており、活
用することで、まちの活性化や都市の魅力向上につながることも期待
されています。プロジェクションマッピングは無体物ですが、
屋外広告物法の要件に当てはまり、各自治体の条例により規制対象

となる場合があります。まずは、条例の相談窓口に相談しましょう。

※９月は北海道による屋外広告物クリーン強調月間です。
詳細は、こちらをご参照ください→ 北海道建設部まちづくり局都市計画課ＨＰ

投影広告物条例ガイドライン等

～プロジェクションマッピングは屋外広告物？～

https://stat.kashika.city/
https://www.mlit.go.jp/report/press/toshi10_hh_000347.html
https://www.mlit.go.jp/toshi/townscape/toueikoukoku.html
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/kn/tki/mdr/koukoku/kurin.htm
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Vol.2７７ (R0２.９.１０)

２０２０年度

賃貸住宅の賃貸借契約に係る相談対応研修会
開催します！

▲ＴＯＰ

１．日 時：令和２年１２月４日（金） ①１２時００分～１６時１０分（研修）
②１６時１５分～１７時１５分（討議）

２．場 所：札幌国際ビル ８階国際ホール（札幌市中央区北４条西４－１）

３．対象者 ：消費生活センター、不動産事業者（管理・仲介業等）、地方公共団
体、ADR機関 等の皆様

４．定 員 ：①研修 ６０名
②討議 ２０名
（応募多数の場合は人数調整をお願いする場合があります。）

５．プログラム：下図参照
６．参 加 費 ：無料
７．申 込 先 ：以下プログラムのFAX申込書又は以下のHP からのお申し込み

URL：（http://www.shaku-ken.co.jp/）

国土交通省では、補助事業において、毎年、地方公共団体、消費生活センター、
不動産業者等で、民間賃貸住宅の入居者や個人大家さんなどから原状回復等の相
談を受けるご担当者に対し、研修会を行っています。
本年４月に施行された改正民法を踏まえた賃貸住宅の実務上の課題や、平成

30年３月に改訂された国土交通省作成の賃貸住宅標準契約書の内容等について、
賃貸住宅関係を専門とする弁護士の先生方に解説をしていただきます。

北海道地区の開催

（相談窓口担当者を対象とした研修会の開
催案内（兼申込書）及びポスター）

http://www.shaku-ken.co.jp/
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Vol.2７７ (R0２.９.１０)

９月１０日は「下水道の日」です！
～関連行事等が全国各地で実施されます～

▲ＴＯＰ

昭和36年、著しく遅れている下水道の全
国的な普及を図る必要があることから、こ
のアピールを全国的に展開するため、当時
の下水道を所管していた建設省（現在の国
土交通省）、厚生省（現在は環境省に所管
変更）、日本下水道協会が協議して「全国
下水道促進デー」として始まりました。

21世紀のスタートにあたる平成13年、
旧下水道法が制定された明治33年から100
年を迎え、記念行事が行われたことなどか
ら、近年の下水道に対する認識の高まりも
あり、より親しみのある名称として「下水
道の日」に変更されました。

「下水道の日」が9月10日と定められた
のは、下水道の大きな役割の一つである
「雨水の排除」を念頭に、台風シーズンで
ある210日を過ぎた220日（立春から数え
て）が適当であるとされたことによります。

「下水道の日」とは・・・

（公益社団法人日本下水道協会作成）

ちなみに、北海道の下水道普及率は・・・

令和元年度末現在では、対前年度比で１年で０．２％ＵＰ、町村部では０．
４％ＵＰしました！

Ｒ２の催しについて

下水道の役割や、下水道整備の重要性などについて、ご理解と関心を一層
深めることを目的として、関連行事等が全国各地で実施されます！

※北海道の下水道処理人口普及率の詳細及び道内の取組内容（イベント等
の開催予定）は 北海道開発局ＨＰ をご参照ください。

https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/u23dsn00000004b6-att/splaat000001yk2t.pdf

